
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１９８ 

 
仁山の 
パン屋さん 

2025.8.24 
島 田 祥 生 

とびっきり美味しいパンを 
作っている人がいる 
大沼の手前 
仁山高原近くの森の中にあるんだ 
 
友人二人と出かけました 
お目当ては 
この「カンパニュ パン・ド・仁山」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館市内を抜けてすぐ 
高速道路に入ります 
 
大沼の先は高速の建設工事中 
出来上がるまで無料です 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国道５号線に降り脇道に 
そのまた脇道がこの道で 
突き当りがこの広場 
 
目指すお店に着きました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着きました 
正面が住居 

右がパン作りとお店の建物のようです 
 

二人の足取り 
軽いですね 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開いてました 
着いたのが９時ちょっと過ぎ 
早くも一人お客が来たとか 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お店に入って正面にこのパン棚 
異次元の世界に入り込んだようで 
思考がストップ 
 
ここのパン作りの話は聞いていたので 
なおさら 
全部、オイシソウ、ではなく美味しいのですね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姿かたち 
いろいろですが 
それぞれに存在感があります 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一人が 
ミニミニ塩フランクを３つ 
サッと買って・・・ 
 
一つづつほおばりました 
美味しい！、うまい！ 
 
「そう、これ一番のお気に入りなんだ」 
二人とも常連 
どうりでね 
 
横浜に持ち帰った「王様しいたけ」も 
ものすごく美味しかった 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 メニューです 

種類が豊富ですね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューの下半分 
これだけのものを 
ご夫婦でこなしている 
 
しかも、全部とびぬけて美味しいのでしょう！ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八雲の酪農家のチーズも 
そう 
コラボしているんですね 
 
向こうは、奥さんの仕事場らしい 
レジェンドは姿を見せない 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パンとスープのセットが楽しめる 
 
コーヒーもあるが 
今はパン出しで忙しいから 
ゴメンナサイでした 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥から 
焼きあがったパンが続々と出てきます 
相変わらず 
姿を見せてくれません 
 
パン焼きの現場はベールに包まれたまま 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手作りのジャムが並んでいました 
ジャムは大好き！ 
珍しいのを二瓶持ち帰り 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような本を紹介していました 
さりげなく 

 
来訪者は多種多様 

交流の広がりを感じます 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域活動の広報の役割も 
ほのぼのした 
いいお店でした 
 
そうそう 
前出の「カンパニュ パン・ド・仁山」を丸ごと一つ 
友人が 
「横浜まで凍らせて持って行って二人で楽しんよ」と 
プレゼントしてくれました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かつて 
キャンプや遠足に来た仁山高原 
その入り口にある駅です 
 
住宅はありません 
単線の函館本線で 
列車交換のための「信号所」が駅に昇格したもの 
無人駅です 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時刻表がありました 
１時間に１本あるかないか 
 
かつては 
蒸気機関車が引っ張る１０両編成の客車が 
頻繁に走っていたのですが 
 
と眺めていたら 
踏切の警報機が鳴り出しました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上りのディーゼルカーが来ました 
ラッキー！ 
１両編成とは言わず要は１両です 
 
昇降客は 
いませんでした  
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

函館に向けて坂を下って行きました 
 
そう、この駅構内の線路は傾斜が付いています 
ですから 
函館から来た長い下り列車は 
上り坂のため一度止まると動き出せません 
 
この先右側に分岐線が見えます 
スイッチバックです 
あそこに一度入って 
勢いをつけて坂を登って行きます 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わき道から 
国道５号線に出るところです 
これから駒ケ岳で有名は大沼公園に行って 
「大沼だんご」を食べようとしています 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早速朝食に 
「カンパニュ パン・ド・仁山」を 

ルバーブのジャムと 
グスベリのジャムをつけて・・・ 

 
もっと薄く切ったほうが 

よさそうですね 
 

みせびらかして 
すみません 

 


